
  

題材計画（技術分野） 

２ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

生活や社会で利用されている生物育成の技術につい

ての科学的な原理・法則や基礎的な技術の仕組み及

び，生物育成の技術と生活や社会，環境との関わり

について理解しているとともに，安全・適切な栽培

または 飼育，検査等ができる技能を身に付けてい

る 

生物育成の技術が地域の自然環境に及ぼす影響に関

わる問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想

し，実践を評価・改善し，表現するなどして課題を

解決する力を身に付けているとともに，よりよい地

域社会構築を目指して生物育成の技術を評価し，適

切に選択，管理・運用する力を身に付けている。 

よりよい地域社会の構築に向けて，課

題の解決に主体的に取り組んだり，振

り返って改善したりして，生物育成の

技術を工夫し創造しようとしている。 

 

 

 

１ 題材の目標 

生物育成の技術の見方・考え方を働かせ，地域の自然環境へ配慮して野菜を栽培する実践的・体験的な活動を通して，生活や社会で利用されている生

物育成の技術についての基礎的な理解を図り，それらに係る技能を身に付け，生物育成の技術と生活や社会，環境との関わりについて理解を深めるとと

もに，地域社会の中から生物育成の技術と環境に関わる問題を見いだして課題を設定し解決する力，よりよい地域社会の構築に向けて，適切かつ誠実に

生物育成の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。 

※ 下線部は，解説の p.33 に示された内容「Ｂ 生物育成の技術」のねらいと「題材の目標」の 記載が異なる部分を示す。 

※ 生徒の発達段階や題材の系統性を踏まえ、問題を見いだす範囲を地域社会、解決策を構想する際の視点を自然環境としている。 

時間 

指導 

事項 

学習活動 

〇：評価規準と◇：評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１ 

２ 

B(1) 

ア 

・生活や社会を支える生物育成の技術の例や，問題解決

の工夫について調べる。 

 

①作物，動物及び水産生

物の成長，生態などにつ

いての科学的な原理・法

則を説明できる。  

②生物の育成環境を調節 

する方法などの基礎的な

技術の仕組みを説明でき

る。  

◇ワークシート 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④進んで生物育成の技術

と関わり，主体的に理解

し，技能を身に付けよう

としている。 

 ◇工夫調べレポート 

 

 

⑩自分なりの新しい考え

方や捉え方によって，解

決策を構想しようとして

いる。 

３ 

B(1) 

イ 

  ③生物育成の技術に込め

られた工夫を読み取り，

生物育成の技術が最適化

されてきたことに気付く

ことができる。  

◇工夫調べレポート 

 

 

４ 

５ 

・地域社会において生物育成の技術を用いて解決したい

問題を見つけ，課題を設定する。 

 ⑤生物育成の技術が地域

の自然環境に及ぼす影響

に関わる問題を見いだし

て課題を設定できる。 

◇育成計画表 

＜工夫調べの例＞  
・家庭菜園で用いられている伝統的な技術や，産業で用いられる生
産技術の仕組みを調べ共通点をまとめる。  
・社会で利用されている生物育成の技術が，目的や条件に合わせ
て，生産者や開発者が計画等に込めた意図を読み取る。 

題材の目標 
  を作成する 

題材の評価規準 
  を作成する 

「指導と評価の計画」 
を作成する 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

  題材の目標は、学習指導要領の内容「B 生物 

育成の技術」のねらいを基に授業時数・履修

学年を踏まえて具体的に設定します。 

 

題材名 環境に優しい野菜づくりにチャレンジ 

３ 指導と評価の計画（第 1 学年 15 時間） 

【題材を設定するときの配慮】 

効果的な学習が展開できるよう、内容「Ａ材料と加

工の技術」から「D 情報の技術」までの各内容項目

や指導事項について相互に有機的な関連を図り、

系統的及び総合的に展開されるようにします。 

 

【「思考・判断・表現」のポイント】 

学習指導要領解説の第 2 章「２技術分野の内

容構成」に示されている技術分野の学習過程

に沿って、各題材において、評価規準①～③

を設定します。 

①「～の技術に込められた問題解決の工夫に

ついて考えている」 

②「問題を見いだして課題を設定し、設計を

具体化するとともに、製作（制作・育成）

の過程や結果の評価、改善及び修正につ

いて考えている」 

③「～の技術を評価し、適切な選択、管理・

運用の在り方や、新たな発想に基づく改

良と応用について考えている」 

※学習活動に合わせて具体化した評価規準

を設定します。 

  題材の評価規準の作成は、学習指導要領の指

導する内容の記載事項の文末を「～してい 

る」「～できる」と変換するなどの方法があ

り、生徒に資質・能力が身に付いた姿を示し

ます。 

※ 技術・家庭科における題材とは、

教科の目標及び各分野の目標の実

現を目指して、各項目に示される

指導内容を指導単位にまとめて組

織したもの 

【「主体的に学習に取り組む態度」のポイント】 

①「進んで～の技術と関わり、主体的に理解

し、技能を身に付けようとしている」 

②「自分なりの新しい考え方や捉え方によっ

て、解決策を構想しようとしている」 

 「自らの問題解決とその過程を振り返り、

よりよいものとなるよう改善・修正しよ

うとしている」 

③「よりよい社会の構築を目指して～の技術

を進んで工夫し創造しようとしている」 

⚫ Ⅰ、Ⅱを踏まえ、評価場面や評価

方法等を計画します。 

⚫ どのような評価資料（生徒の反応

やノート、ワークシート、作品等）

を基に、「おおむね満足できる」状

況（Ｂ）と評価するかを考えたり、

「努力を要する」状況（Ｃ）への

手立て等を考えたりします。 

※ 評価資料（評価方法）は太字で示

しています。 

指導計画を作成するに当たっては、

教科の目標の実現を目指し、中学校

３学年間を見通した全体的な指導計

画を検討します。学習指導要領に示

されている資質・能力は、3 学年間

を通して育むものになるので各学年

で発達段階を踏まえた適切な難易度

を設定していく必要があります。技

術の活用（選択、管理・運用、改

良、応用）や、問題を見いだす範囲

（生活、地域社会、社会等）を発達

段階に合わせて題材計画や評価計画

に反映させます。 

※ ３学年間を見通して、題材を計画

的に配列し、課題を解決する学習

過程を繰り返して資質・能力を育

成します。 

※ 題材は、「生活や社会を支える技術」「技術による問題の解決」「社会の発展と技術」の三つの要素で構成し、それぞれの活動時間数をどの程度にす

るのか計画を立てます。 

※ 技術分野の学習過程については、学習指導要領解説 p.23「技術分野の学習過程と，各内容の三つの要素及び項目の関係」を参考にしてください。 

※ 題材の「学習活動」や「評価規準・評価方法」について示します。ここでは、題材の４時間目の途中まで示しています。 

※下線部は，「評価の観点の趣旨」と「題材の評価規準」の記載が異なる部分を示す。 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 中学校編技術・家庭」（令和２年３月国立教育政策研究所）を基に作成 



  
授業計画（技術分野） 

ア 生活や社会，環境との関わりを踏まえて，技術

の概念を理解することでは，技術には光と影がある

ことや，技術と社会や環境とは相互に影響し合う関

係にあることを踏まえ，生物育成の技術とは，人間

の願いを実現するために，育成する生物の成長，働

き，生態の特性等の自然的な制約や，人々の価値観

や嗜好の傾向などの社会的な制約の下で，開発時，

利用時，廃棄時及び障害発生時等を想定し，安全性

や社会・産業に対する影響，環境に対する負荷，必

要となる経済的負担などの折り合いを付け，その効

果が最も目的に合致したものとなるよう育成環境の

調節方法等を考案，改善する過程とその成果である

ことを理解させるようにする。 

イ 技術を評価し，適切な選択と管理・運用の在り

方や，新たな発想に基づく改良と応用について考え

ることでは，よりよい生活や持続可能な社会の構築

を目指して，既存の生物育成の技術を，安全性や社

会・産業における役割，環境に対する負荷，経済性

などの多様な視点で客観的に評価し，適切な選択，

管理・運用の在り方を考えたり，新たな改良，応用

を発想したりする力を育成する。 

 この学習では，長い年月をかけて改良・工夫され

てきた伝統的な技術やバイオテクノロジー等の先端

技術が，食料や燃料の効率的・安定的な供給や安全

性の向上，医療，芸術の発展などに寄与しているこ

と，水田や森林は二酸化炭素を吸収したり洪水を防

止したりするなど，農林水産業や海洋産業がもつ多

面的な機能が環境の保全や防災に貢献していること

など，生物育成の技術が生活の向上や産業の創造，

継承と発展，資源やエネルギーの有効利用，自然環

境の保全等に貢献していることについても指導す

る。 

 学習活動としては，例えば，（2）の学習活動を振

り返らせ，自らの問題解決の工夫を生物育成の技術

の見方・考え方に照らして捉えさせ，それらと

（1）で取り上げた既存の技術に込められた工夫と

の共通点を見いださせることで，生物育成の技術の

概念の理解を深める活動が考えられる。 

 その上で，作業の効率，安全性，価格の視点か

ら，生産する作物の種類や利用する加工品を検討し

たり，生物育成に関する技術を用いた燃料の生産

が，社会や環境に与える影響について調査したりす

るなど，研究開発が進められている新しい生物育成

の技術の優れた点や問題点を整理し，よりよい生活

や持続可能な社会の構築という観点から，適切な選

択，管理・運用の在り方について話し合わせ，消費

者と，生産者や開発者の両方の立場から技術の将来

展望について意思決定させて発表させたり，提言を

まとめさせたりする活動が考えられる。 

中学校学習指導要領解説 技術・家庭編 

第２章 第３節 ３ 技術分野の内容 

B 生物育成の技術（３）ア、イ 

※ 題材計画（技術分野）の指導と評価の計画 指導内容、項目 B（３）ア、イ 

（１）題材名 

    環境に優しい野菜づくりにチャレンジ 

（２）指導と評価の計画（第 1 学年 15 時間） 

 

 
時間 

指導 

事項 

学習活動 

〇：評価規準と◇：評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

14 

B(3) 

ア 

・ここまでの学

習活動を踏まえ，

技術の概念を理

解する。 

・研究開発が進

められている新

しい生物育成の

技術の優れた点 

や問題点を話し

合う。 

⑫これまでの学習を踏

まえ，生物育成の技術

の役割や影響，最適化

について説明できる。 

◇ワークシート 

⑬よりよい地域社会の 

構築を目指して，生物 

育成の技術を評価し， 

適切な選択，管理・運 

用 の 在 り 方 に つ い て 

提 言 を ま と め る こ と 

ができる。 

 ◇ワークシート 

⑭よりよい地域社会

の構築を目指して，

生物育成の技術を進

んで工夫し創造しよ

うとしている。 

 ◇ワークシート 

 

 

 

 

15 

B(３) 

イ 

・よりよい地域

社会の構築を目

指して，生物育成

の技術の在り方

や将来展望につ

いて提言する。 

 

技術の見方・考え方を働かせる 
「生活や社会における事象を，技術との関わりの視点で捉え，社会からの要求，安全性，環境負
荷や経済性などに着目して技術を最適化すること」 

技術は単なる自然科学の応用ではなく，複数の側面から要求・条件を吟味し開発・利用が決定
されるものである。このことを踏まえれば，例えば，どのような新しい価値を創造したり既存の
価値に変革をもたらしたりすべきかといった社会からの技術 に対する要求と，開発・利用時の安
全性，自然環境に関する負荷，開発・利用に必要となる経済的負担等の相反する要求の折り合い
を付け，最適な解決策を考えることが技術分野ならではの学びとなる。 

ワークシートの例 

※ 項目（３）「社会の発展と技術」では、これまで学習してきた「生活や社会を支える技術」「技術

による問題の解決」の学習内容を踏まえて、学びが深まっているか、技術を工夫し創造しようと

する態度が育成されているかを見取っていきます。技術の概念を理解し、アイデアを提案するこ

とを通して様々な視点や立場から技術の在り方を考え、技術の優れた点や問題点を見極めようと

する態度、技術を積極的に用いて生活や社会の問題を解決していこうとする態度、その際により

高い品質で、効率よく、安定して、経済的にも優れ、環境にも優しく、消費者にとって安心など

を満たすように工夫し創造する態度を涵養することを目指します。 

技術の概念の理解 

優れた点や問題点

の理解 

よりよい技術活用

のアイデアの提案 

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 中学校編技術・家庭」（令和２年３月国立教育政策研究所）を基に作成 


